
   10 月 13 日 2013 (平成 25 年) 主日礼拝   
                                   

礼拝開始：午前 11 時                  聖 餐 式 

------------------------------------------------------------------- 

司    会 ： 片岡洋一 兄 

奏    楽 ： 米田 香 姉   

おいのり  ： 下岡晶子姉 

さ ん び  ： 新聖歌 343 （罪に満てる世界）   １・2・4 節 

主の祈り      

聖   書 ： エレミヤ書 31 章 1 ～ 5 節 

（朗読：大神久美姉） 

音    楽 ： アサリオン（高野ご夫妻） 

メッセージ ：「 面倒を見てくださる神様 」 倉知 契 牧師 

 

さんび と 献金 ： ♪ 新聖歌 233 「驚くばかりの」 １・３・４ 

聖 餐 式 

頌    栄  ： ♪ 新聖歌 162 「ハレルヤハレルヤハレルヤ」 

祝    禱 

報    告 

-------------------------------------------------------------------- 
【瀬戸ニュース】 

◇特別音楽ゲスト（アサリオン）を歓迎します。 

 

◇今日は昼食後、女子会があります。分かち合いと祈りの時間。 

 

◇10/27（日）礼拝後のピクニック楽しみましょう～ 

◇11/2（土）ジョイキッズ子ども秋祭りのために協力お願いします！ 

 

◇ 今週も祈祷会を大切に！  

木曜10時半 / 土曜掃除10時半・祈祷会11時15分 

◇ 宿題（祝大）で聖書の楽しさを経験しましょう！ 

    Aコース：ピリピ２章～コロサイ４章  Ｂコース：イザヤ書３４章～４９章 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
１９７４年１０月１４日、「巨人軍は永久に不滅です」と名(迷)セリフを

残して現役を引退したのが、長嶋茂雄選手でした。私、倉知契はちょうど

その日に東京品川で産声をあげました。ベッドの周りには、長嶋ファンの

引退を惜しむ声がいっぱいあったそうです。しかしその子はやがて、「イェ

ス様は永久に不滅です」と叫ぶようになりましたというのは、いかがでし

ょう（笑）。 

人生振り返ると、いろいろな出来事があって、喜びも悲しみも味わいま

した。重荷に押し潰されそうになったことも、潰されたことも、潰れて地

面を舐めるようなこともありました。でも地面に顔を合わせて、The Way

（道＝踏まれるという動詞の名詞形）とおっしゃられたイェス様に出逢っ

たのも事実です。イェス様は、意外なところに隠れておられて、ここには

いないだろうと思うところにさえ居てくださるのです。私が生まれる前、

母はよく詩篇１３９篇を読んでいたそうですが、そこには「ご臨在の秘儀」

が書かれています。 

 

私はどこへ行って、あなたのみたまを離れましょうか。私はど

こへ行って、あなたのみ前をのがれましょうか。私が天にのぼ

っても、あなたはそこにおられます。私が陰府に床を設けても、

あなたはそこにおられます。      詩篇１３９の７～８ 

 

 人生何があっても、陰府(よみ)に床を設けても、主がそこにいて支えて

くださる、主のご臨在の秘儀を忘れずに歩んでゆきたい。今年で３９歳、

三重苦（さんじゅうく）と言わず、「サンキュー・ジーザス」と叫びなが

ら主にお仕えします。最近は夢に見るほど瀬戸カルバリーチャペルへの愛

を主がくださっています。お願いがあります。本当に皆様に申し訳ないの

ですが、私は不十分で足りない者です。メッセージも牧会も一生懸命努力

してゆきますが、至らないことは多々あって嫌な思いをされる場合もある

と思います。お許しくださり、ぜひ覚えてお祈りいただきたいのです。そ

して共に、｢信じる者は神の栄光を見る｣(ヨハネ１１の４０・今年の標語)

を体験させていただき、主のご計画を見させていただきましょう。AMEN    
 

               瀬戸カルバリーチャペル    倉知 契 

◇次聖日礼拝奉仕者 （2013年10月20日）    [愛餐会は中止]                 

[司会：赤塚敏郎兄、いのり：赤塚孝子姉、聖書朗読：下岡晶子姉] 

[ピアノ：舘 節子姉 、 賛美リード：大神 雄兄  ] 

[アシスト：加藤由美子姉 & 大神久美姉] 

[献金：持田樹理姉、受付：太田昌子姉] 

◇PA：平松章治兄                  ◇週報編集：片岡洋一兄 

◇ホームページ編集：大神真伸兄     ◇日曜学校：大神 雄兄 
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